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鳩
山
内
閣
の
科
学
技
術
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

科
学
技
術
は
国
力
の
根
幹
で
あ
り
、
未
来
を
切
り
拓
く
鍵
で
あ
る
。

自
民
党
政
権
時
の
日
本
は
、
科
学
技
術
創
造
立
国
を
目
指
し
、
総
合
科
学
技
術
会
議
を
司
令
塔
と
し
て
、
五
年
毎
の
「
科
学

技
術
基
本
計
画
」
や
、
私
が
安
倍
内
閣
の
科
学
技
術
政
策
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担
当
大
臣
を
務
め
た
時
に
策
定
・
閣
議
決
定
さ

れ
た
二
〇
二
五
年
ま
で
の
長
期
戦
略
指
針
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
��
」
な
ど
に
基
づ
き
、
関
係
各
府
省
が
科
学
技
術
関
係
施
策
を

推
進
し
て
き
た
。

し
か
し
、
政
権
交
代
に
よ
り
誕
生
し
た
鳩
山
内
閣
の
科
学
技
術
政
策
は
き
わ
め
て
不
透
明
で
あ
り
、
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
が
「
国
民
と
の
契
約
事
項
」
と
称
す
る
民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、
科
学
技
術
政
策
に
関
し
て
は
、

「
環
境
分
野
な
ど
の
技
術
革
新
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

そ
し
て
、
鳩
山
内
閣
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
至
上
主
義
が
、
科
学
技
術
政
策
の
分
野
に
も
大
き
く
影
を
落
と
し
て
い
る
。

鳩
山
内
閣
で
は
、
子
ど
も
手
当
や
高
速
道
路
無
料
化
な
ど
の
目
玉
施
策
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
他
の
施
策
の
予
算
要
求
額
を

抑
え
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
政
府
の
科
学
技
術
振
興
費
は
二
十
七
年
ぶ
り
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
そ
う
だ
。

一



ま
た
、
平
成
二
十
一
年
十
月
八
日
の
第
八
十
五
回
総
合
科
学
技
術
会
議
に
お
い
て
は
、
「
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

を
科
学
技
術
政
策
の
柱
と
し
て
打
ち
出
し
た
。
「
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
、
一
九
九
〇
年
比
で
二
十
五
％
削

減
す
る
」
と
い
う
無
謀
な
目
標
を
掲
げ
た
鳩
山
内
閣
が
、
科
学
技
術
分
野
に
お
い
て
も
温
暖
化
対
策
関
連
研
究
へ
の
過
度
の
重

点
化
を
行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
減
額
要
求
さ
れ
た
科
学
研
究
予
算
の
中
で
、
科
学
技
術
政
策
の
根

幹
で
あ
る
基
礎
研
究
費
に
し
わ
寄
せ
が
い
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

行
政
刷
新
会
議
が
第
一
次
仕
分
け
作
業
を
終
え
た
が
、
科
学
技
術
関
係
予
算
は
、
そ
の
多
く
が
予
算
縮
減
と
い
う
厳
し
い
評

決
を
受
け
た
。

国
策
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
進
め
て
き
た
「
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
推
進
」
が
「
来
年
度

の
予
算
計
上
の
見
送
り
に
限
り
な
く
近
い
縮
減
」
と
評
決
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
既
に
多
く
の
専
門
家
等
か
ら
批
判
の
声

が
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
中
国
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
「
創
新
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
型
国

家
」
「
科
学
技
術
強
国
」
を
目
指
し
て
い
る
。
米
国
は
、
「
パ
ル
ミ
ザ
ー
ノ
・
レ
ポ
ー
ト
」
や
二
〇
〇
六
年
の
大
統
領
一
般
教

書
演
説
に
お
け
る
「
米
国
競
争
力
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
鼓
舞
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
で
も
、
「
競
争

二



力
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
策
定
し
、
研
究
成
果
の
実
用
化
や
中
小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
世
界
の
主
要
国
が
科
学
技
術
大
国
を
目
指
し
て
し
の
ぎ
を
削
る
な
ど
、
正
に
「
知
の
大
競
争
時
代
」
に
突
入

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
科
学
技
術
関
係
予
算
を
「
無
駄
遣
い
」
の
一
言
で
削
減
す
る
事

業
仕
分
け
の
在
り
方
に
は
、
憤
り
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

研
究
の
継
続
性
や
人
材
が
要
で
あ
る
科
学
技
術
は
、
ひ
と
た
び
政
策
を
誤
れ
ば
、
世
界
に
大
き
く
遅
れ
る
と
い
う
視
点
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
去
る
十
一
月
十
九
日
、
総
合
科
学
技
術
会
議
の
有
識
者
議
員
が
、
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
、
「
短
期
的
な

費
用
対
効
果
の
み
を
求
め
る
議
論
は
、
長
期
的
視
点
か
ら
推
進
す
べ
き
科
学
技
術
に
は
な
じ
ま
な
い
」
と
す
る
緊
急
提
言
を

行
っ
た
が
、
当
然
の
主
張
で
あ
る
。

右
の
点
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

行
政
刷
新
会
議
で
の
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

�

「
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
推
進
」
の
事
業
仕
分
け
に
際
し
て
、
文
部
科
学
省
の
説
明
者
が

「
計
算
速
度
世
界
一
」
と
い
う
目
標
に
関
し
て
「
一
位
が
と
れ
な
け
れ
ば
、
様
々
な
競
争
分
野
で
日
本
が
不
利
に
な
る
」

三



と
発
言
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
仕
分
け
人
（
評
価
者
）
で
あ
る
民
主
党
の
蓮
舫
参
議
院
議
員
は
、
「
何
故
二
位
に
な
っ
た

ら
だ
め
な
の
か
」
と
発
言
さ
れ
た
。
こ
の
蓮
舫
参
議
院
議
員
の
発
言
に
つ
い
て
の
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
の
感
想
を
伺
う
。

�

仙
谷
行
政
刷
新
担
当
大
臣
が
、
「
科
学
技
術
は
大
事
だ
が
、
世
界
一
で
な
く
て
も
い
い
」
と
発
言
さ
れ
た
。
こ
の
発
言

に
つ
い
て
の
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
の
感
想
を
伺
う
。

�

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
で
理
化
学
研
究
所
の
理
事
長
で
あ
る
野
依
良
治
氏
が
、

次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
開
発
に
関
し
て
仕
分
け
人
（
評
価
者
）
が
「
世
界
一
で
な
く
て
も
い
い
」
と
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
中
国
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
買
え
ば
い
い
と
い
う
の
は
不
見
識
だ
。
科
学
技
術
の
頭
脳
に
あ
た
る
部
分

を
外
国
か
ら
買
え
ば
、
そ
の
国
へ
の
隷
属
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
発
言
さ
れ
た
。
こ
の
発
言
に
つ
い
て
の
鳩
山
内

閣
総
理
大
臣
の
感
想
を
伺
う
。

�

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
、
野
依
良
治
氏
は
、
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
「
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
技
術
の
推
進
」
が
「
来
年
度
の
予
算
計
上
の
見
送
り
に
限
り
な
く
近
い
縮
減
」
と
評
決
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
、

「
不
用
意
に
事
業
の
廃
止
、
凍
結
を
主
張
す
る
方
に
は
、
歴
史
と
い
う
法
廷
に
立
つ
覚
悟
が
で
き
て
い
る
の
か
問
い
た

い
」
と
も
発
言
さ
れ
た
。
こ
の
発
言
に
つ
い
て
の
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
の
感
想
を
伺
う
。

四



�

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
九
日
、
総
合
科
学
技
術
会
議
の
有
識
者
議
員
が
、
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
、
「
短
期
的
な
費

用
対
効
果
の
み
を
求
め
る
議
論
は
、
長
期
的
視
点
か
ら
推
進
す
べ
き
科
学
技
術
に
は
な
じ
ま
な
い
」
と
す
る
緊
急
提
言
を

行
っ
た
。
こ
の
提
言
に
対
す
る
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
を
伺
う
。

�

菅
国
家
戦
略
担
当
大
臣
が
、
報
道
番
組
で
、
「
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
開
発
予
算
を
凍
結
し
な
い
」
旨
を
発
言
さ

れ
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
開
発
以
外
の
科
学
技
術
予
算
に
つ
い
て
も
、
政
治
判
断
で
事
業
仕
分
け
の
評
決
に
つ
い

て
見
直
し
を
検
討
す
る
考
え
を
示
さ
れ
た
。
今
後
、
鳩
山
内
閣
で
は
誰
が
責
任
者
と
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
、
ど

の
よ
う
な
基
準
を
も
っ
て
、
い
つ
ま
で
に
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

�

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
、
事
業
仕
分
け
の
仕
分
け
人
（
評
価
者
）
で
あ
る
民
主
党
の
枝
野
幸
男
元
政
調
会
長

が
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
て
、
「
（
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
）
経
済
効
果
が
き
ち
ん
と
説
明
さ
れ
て
い
た
ら
、
今

の
議
論
に
は
な
ら
な
か
っ
た
」
と
発
言
さ
れ
た
。
仕
分
け
対
象
と
な
っ
て
い
る
各
事
業
の
執
行
官
庁
の
大
臣
や
職
員
が
、

仕
分
け
作
業
の
前
に
各
事
業
の
「
経
済
効
果
」
を
詳
し
く
説
明
す
る
機
会
は
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
説
明
を
す

る
と
し
た
ら
、
誰
に
対
し
て
説
明
を
す
れ
ば
、
全
て
の
仕
分
け
人
（
評
価
者
）
に
各
事
業
の
経
済
効
果
に
関
す
る
情
報
が

伝
わ
る
の
か
。

五



�

各
府
省
の
科
学
技
術
関
連
予
算
の
う
ち
、
今
回
の
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
「
来
年
度
予
算
計
上
は
見
送
り
」
「
予
算
要

求
の
縮
減
」
「
廃
止
」
「
事
業
の
見
直
し
」
な
ど
縮
小
の
方
向
で
仕
分
け
さ
れ
た
事
業
に
つ
き
、
担
当
府
省
と
事
業
項
目

ご
と
に
、
削
減
・
縮
減
・
廃
止
等
の
理
由
、
当
該
事
業
の
鳩
山
内
閣
に
お
け
る
概
算
要
求
額
、
本
年
八
月
の
麻
生
内
閣
の

概
算
要
求
額
と
鳩
山
内
閣
の
概
算
要
求
額
の
増
減
額
比
較
に
つ
い
て
、
回
答
さ
れ
た
い
。

二

鳩
山
内
閣
に
お
け
る
科
学
技
術
政
策
の
柱
に
つ
い
て

�

「
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
何
か
。
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

�

「
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
鳩
山
内
閣
に
お
け
る
科
学
技
術
政
策
の
基
本
的
な
柱
で
あ
る
と
考
え
て
い
い

の
か
。

�

前
問
に
お
い
て
、
基
本
的
な
柱
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
来
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る

の
か
。
「
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
関
連
す
る
概
算
要
求
の
項
目
と
要
求
額
を
事
業
毎
に
お
示
し
い
た
だ
き
た

い
。

�

前
問
の
予
算
要
求
額
は
、
本
年
八
月
に
麻
生
内
閣
で
組
ま
れ
た
概
算
要
求
額
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
事
業
毎
に
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。
仮
に
減
額
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

六



�

「
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
「
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
一
九
九
〇
年
比
二
十
五
％
削
減
」
と

い
う
目
標
に
、
ど
の
程
度
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
具
体
的
な
数
値
を
示
し
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

三

鳩
山
内
閣
に
お
け
る
科
学
技
術
政
策
の
長
期
戦
略
に
つ
い
て

�

平
成
十
九
年
六
月
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
��
」
に
つ
い
て
の
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
如

何
。

�

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
��
」
は
、
安
倍
内
閣
で
閣
議
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
鳩
山
内
閣
に
お
い
て
も
、
こ
の
閣
議

決
定
は
踏
襲
さ
れ
る
の
か
。

�

日
本
の
将
来
を
考
え
た
場
合
、
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
��
」
は
、
党
利
党
略
を
離
れ
て
踏
襲
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と

思
う
が
、
仮
に
、
鳩
山
内
閣
で
は
踏
襲
し
な
い
場
合
、
五
年
毎
に
作
成
す
る
「
科
学
技
術
基
本
計
画
」
と
は
別
に
、
前
述

の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
��
」
の
よ
う
な
長
期
戦
略
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
新
た
な
長
期
戦
略
を
策
定
す
る
考
え
は
な

い
か
。

四

基
礎
研
究
の
重
要
性
に
つ
い
て

�

科
学
技
術
力
向
上
の
た
め
の
基
礎
研
究
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
の
認
識
如
何
。七



�

日
本
の
今
後
の
基
礎
科
学
力
の
強
化
に
向
け
た
具
体
的
な
道
筋
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

�

科
学
技
術
行
政
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
「
特
定
分
野
に
研
究
費
を
集
中
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
政
治
主
導
で
研
究
の

多
様
性
を
担
保
し
て
い
く
バ
ラ
ン
ス
も
重
要
」
と
の
学
識
経
験
者
の
意
見
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
意
見
に
対
す
る
鳩
山
内

閣
総
理
大
臣
の
見
解
如
何
。

五

科
学
技
術
行
政
の
推
進
体
制
に
つ
い
て

�

民
主
党
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
先
立
っ
て
作
成
し
た
政
策
集
「
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
�
�
�
�
」
に
は
、
総
合
科
学
技
術
会
議
を

改
組
し
て
、
「
科
学
技
術
戦
略
本
部
（
仮
称
）
」
を
設
置
す
る
と
の
記
述
が
あ
る
。
今
後
、
「
科
学
技
術
戦
略
本
部
（
仮

称
）
」
を
設
置
す
る
の
か
。
設
置
す
る
と
す
れ
ば
、
い
つ
設
置
す
る
の
か
。

�

自
民
党
政
権
で
は
、
科
学
技
術
政
策
と
宇
宙
行
政
は
密
接
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
岸
田
科
学
技
術
政
策
担

当
大
臣
も
、
野
田
科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣
も
、
宇
宙
開
発
担
当
大
臣
を
兼
務
し
て
き
た
。
鳩
山
内
閣
で
は
、
宇
宙
行
政

を
、
繁
忙
な
前
原
国
土
交
通
大
臣
兼
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
兼
防
災
担
当
大
臣
に
担
当
さ
せ
て
い
る
。
科
学
技
術

行
政
と
宇
宙
行
政
の
担
当
大
臣
を
分
け
た
理
由
は
何
か
。

�

第
八
十
五
回
総
合
科
学
技
術
会
議
の
議
事
録
を
見
る
と
、
宇
宙
行
政
を
担
当
す
る
前
原
国
土
交
通
大
臣
が
メ
ン
バ
ー
に

八



す
ら
入
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
鳩
山
内
閣
の
宇
宙
行
政
へ
の
消
極
性
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
宇
宙
行
政
を
担
当
す

る
前
原
国
土
交
通
大
臣
は
、
総
合
科
学
技
術
会
議
の
議
員
で
あ
る
か
。
仮
に
議
員
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何

か
。

�

前
述
の
政
策
集
「
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
�
�
�
�
」
に
お
い
て
は
、
「
わ
が
国
の
宇
宙
開
発
利
用
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
二
〇
〇
九
年
度
中
に
各
省
庁
の
宇
宙
関
係
セ
ク
シ
ョ
ン
と
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
企
画
部
門
を

内
閣
府
の
も
と
に
再
編
一
元
化
す
る
と
と
も
に
、
将
来
的
に
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
を
含
む
独
立
し
た
組
織
の
創
設
を
検
討
し
ま

す
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
今
後
、
こ
う
し
た
宇
宙
開
発
利
用
関
係
機
関
の
再
編
一
元
化
を
進
め
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

�

科
学
技
術
行
政
と
宇
宙
行
政
は
、
一
体
不
可
分
の
も
の
と
し
て
同
一
組
織
が
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
日
本
の
将

来
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
文
部
科
学
省
か
ら
科
学
技
術
部
門
を
切
り
離
し
、
前
問
の
宇
宙

行
政
関
係
機
関
と
統
合
し
、
科
学
技
術
省
を
創
設
す
る
方
法
も
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

九


